
























　CXCR4 は細胞膜 7 回貫通型の G タンパク質








展を促進しています。シグナル分子 ( リガンド )
が結合すると GPCR に構造変化が起こり、細胞











































択的な GPCR 阻害剤や GPCR の構造変化を促す
アロステリックタンパク質といった新たな治療
薬の開発にもつながると期待されます。
　最後になりましたが、本研究を進めるにあた
り貴重な研究助成を賜りました大阪癌研究会に
この場を借りて深く御礼申し上げます。貴財団
の益々のご発展を心から祈念致します。
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